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（注　意）

1 問題紙は指示があるまで開かないこと。

2 答案用紙は 4枚である。

3 答えは，各問題番号が書かれた答案用紙の解答欄に記入すること。

4 答案用紙の網かけの部分や裏面には記入しないこと。

5 問題紙と下書き用紙は持ち帰ること。
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1 aを正の定数とし，xy平面上の曲線 y = a
√
1− x2 (−1 ≦ x ≦ 1)を C と

する。0 < θ < π
2
を満たす実数 θに対して，点 A

(
1

cos θ
, 0

)
から曲線 C

に接線 lをひき，接点を Pとする。

(1) lの方程式および Pの座標を求めよ。

(2) 直線 x = −1と直線 lおよび曲線 C で囲まれる部分の面積を S1とし，
x軸と直線 l および曲線 C で囲まれる部分の面積を S2 とする。S1，
S2を求めよ。

(3) 直線 lと直線 x = −1の交点を Bとする。点 Pが線分ABの中点とな
るならば，S1 = 2S2が成り立つことを示せ。

2 x > 0に対して，2次の行列A(x)，Bを

A(x) =

√
1 + 3x2 3x

x
√
1 + 3x2

 , B = A(1) =

2 3

1 2


と定める。

(1) x > 1のとき，0 < y < xであって A(x) = A(y)Bを満たす実数 yが
存在することを示せ。

(2) 行列A(x)の各成分が自然数であるとする。このとき，A(x) = Bnと
なる自然数 nが存在することを示せ。
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3 z = r(cos θ + i sin θ)を r > 1かつ 0 < θ < π
2
を満たす複素数とする。複

素数平面において，z， 1
z
，z， 1

z
を表す点をそれぞれ P，Q，R，Sとする。

ただし，zは zと共役な複素数を表す。

(1) 点 P，Q，R，Sは相異なる 4点であることを示せ。

(2) 直線 PQと直線 RSが直交しているとする。このとき，rを θの関数
として表し，θの動きうる区間 (α, β)を求めよ。

(3) (2)において，原点と点 cos β + i sin β を通る直線を lとし，点 Pと l

の距離を dとする。θ → βのとき，dは 0に収束することを示せ。

4 以下の問いに答えよ。

(1) すべての正の数 x，yに対して，不等式

x(log x− log y) ≧ x− y

が成り立つことを証明せよ。また，等号が成り立つのは x = yの場合
に限ることを示せ。

(2) 正の数 x1, · · · , xnが
n∑

i=1

xi = 1を満たしているとき，不等式

n∑
i=1

xi log xi ≧ log 1
n

が成り立つことを証明せよ。また，等号が成り立つのは x1 = · · · =
xn = 1

n
の場合に限ることを示せ。
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